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島根県立大東高等学校 

校長 田根 衛 

その 6９ 

～ コロナ禍での卒業式も 3回目となりました ～  

【１】3 月１日（火）、卒業式を行いました。昨年に続いて卒業生

と保護者だけの卒業式となりました。さらにオミクロン株の感染

が県内で続いており、式後のホームルームは卒業生だけとし保護

者の方は参観しない形式をとらせていただきました。 

ホームルーム後には、いくつかの部活動が、密をさけたり時間を

短縮したりして、校内各会場で送別会を行いました。  

【２】｢春風や 闘志抱きて 丘に立つ｣、 

 「闘志 尚（なお） 存して春の 風をみる」 ～高浜虚子～ 

この 2つの句の間には約 40年の時が流れています。虚子は闘志をずっ

と持ち続けていました。それぞれの進路に進む卒業生たちも今の気持ち

（闘志）を忘れずに持ち続けて欲しいと思います。 

童謡「ふるさと」の３番の歌詞のように、志を果たして、どのようなか

たちであれ、いつの日かふるさとに帰ってくるだろうと思っています。  

 

おりべちゃん 

いつも携帯している手帳「カルデアの牧人」に

高浜虚子の２句を書いています。→ 

ます 

 

←卒業式の日は中庭の鯉小僧の

噴水を出すことにしています。 

 

祝 卒業！ 

お知らせ：卒業式の様子は“うんなん夢ネット”で 3 月 4 日（金）放送予定です。 


